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 主 論 文 要 約 No.1     










































































































































Conception of Literature」、講義をもとにした『文学論』(大倉書店 1907)出版という文







































































































































































 主 論 文 要 約 No.10 
  
 
成仿吾が留学した 1914-1921年の日本は漱石称揚の時期であり、石原純や田邊元が岩
波書店を拠点に科学ジャーナリズムで耳目を集めた時期でもあった。文学・科学・哲学
を跨いだ思考を志すこうした読書文化の広がりを、後に戸坂潤は「岩波文化」「漱石文
化」と呼ぶが、東京帝国大学に入学した成がこうした文化に触れていたことは想像に難
くない。とくに田邊元はこの頃、〈微分〉を援用して「思惟の本性」を論じるヘルマン・
コーエンの議論を日本に紹介していた。〈微分〉を『文学論』の概念に組み合わせた成
の発想を、単なる独創というよりもこれらの日本語言論状況との関係において捉えるべ
きものであることを論じた。 
こうした成仿吾の〈微分〉を用いた文学批評を題材に、言語や学問や国の境界を越えて
或るテクストが「文学理論」と見なされる過程で「文学の科学」を求める欲望の現れが
見られること、漱石自身もまた「文学の科学」への欲望を吐露していたことをも併せて
論じた。以上により、言説編成の産物としての「文学理論」という視座から『文学論』
を捉え返す意義を提示した。 
 
 本論文は以上の構成により、『文学論』のもととなった講義の置かれた環境をふまえ、
そして講義の進行と創作、出版原稿修正との相互作用的関係を論じ、『文学論』刊行後
の受容の諸相を捉えることで、『文学論』を中心とする夏目漱石の文学理論の総合的な
理解を試みた。 
 
 
 
 
